
日 時：平成２７年１１月１０日（火）
14:00～17:00（開場：13:30）交流会17:00～17:40

会 場：パシフィコ横浜 会議センター５F （502）
みなとみらい線 みなとみらい駅より徒歩3分 / JR根岸線桜木町駅より徒歩12分

参加費：無料 事前申込制 ※当日参加可（交流会：参加費1,000円）

主 催：横浜市 政策局

～ 実現事例から学ぶ ～
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【お問合せ・お申込み】

横浜市 政策局 共創推進室 共創推進課 TEL 045-671-4397
E-mail  ss-forum@city.yokohama.jp

共創フォーラム

横浜市では、民間企業の皆様が持つ資源やノウハウを活用し、

社会的な課題や地域課題の解決を目指す“ 共創（公民連携）”の取組を進めています。

今回は、これまでの公民連携の具体的な実現事例について、

企業と行政のそれぞれの立場から振り返ります。

当日参加される方々が、今後の新たな公民連携に向けたヒントを得ることができるよ

うに議論を深めます。ぜひ、ご参加ください！



プログラム

１ 横浜市『共創』の取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14：10

横浜市共創推進課長 梅澤 厚也

２ 民間＆行政より 連携事例の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 14：25

① 「企業本来のビジネスを行政の事業に生かす取組」
株式会社ゼンリン 立花 浩 氏
環境創造局 下水道事業調整課 担当係長 黒羽根 能生

② 「公民連携による集客、観光、経済の活性化の取組」
株式会社ポケモンコミュニケーションズ 山際 潤一 氏

文化観光局 横浜魅力づくり室 課長補佐 貝田 泰史

③ 「企業と行政との対話（サウンディング）の取組」
三菱地所レジデンス株式会社 鈴木 正道 氏
建築局 総務課 課長補佐 谷口 智行

３ パネルディスカッション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16：05

公民連携のポイントや改善点などを議論し、来場者が公民
連携を身近に感じることができるディスカッションをします。

＜ファシリテーター＞
関内イノベーションイニシアティブ株式会社代表 治田 友香 氏

※フォーラム終了後、交流会を開催します。
是非、ご参加ください。（参加費：1,000円）

参加申込方法 ※当日参加可

(1)所属企業・団体・役職 (2)氏名(フリガナ) (3)電話番号
(4)交流会の出欠 (5)共創メールニュース配信希望の有無を
ご記入のうえ、Eメールにて下記アドレスにお申込みください。

【問合せ、申込先】横浜市政策局共創推進室 共創フォーラム担当
E-mail:ss-forum@city.yokohama.jp ☎:045-671-4397

２ メールでのお申込み

【パシフィコ横浜 アクセス】

１ ホームページからのお申込み

横浜市HPから電子申請申込みフォームでお申
込みください。

http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/kyoso/forum/

※共創オープンフォーラムは、民間と行政の議論と交流の場です。
異なる視点や価値観から革新的なアイデアを生み出し、
公民連携をより広く展開していきます。

2001年4月入社後、主に横浜市による公民連携課題解
決型公募モデル事業として公募対象となった戸塚区吉
田町に取組み、公募条件であった認可保育所のほか、
学童保育スペース、地域の方々も利用できる多世代交
流活性化をはかったコミュニティスペース（ふらっと
ステーション・とつか）、防災広場等の提案をおこな
う。

マンションデベロッパー、NPO支援組織ス
タッフ、起業家支援財団事務局長を経て、
2013年6月から現職。
横浜市都市整備局モデル事業をきっかけに
「mass×mass関内フューチャーセンター」
を設置、経済局によるソーシャルビジネス
人材育成支援事業などを通じて、営利・非
営利の区分けなく起業家支援、プロジェク
ト支援に取り組んでいる。横浜市市民協働
推進委員（2012～）などを務める。治田友香氏

某テーマパークでのショー・パレード制作を経て、
2004年に株式会社ポケモン入社。昨夏・今夏にみなと
みらい全域で開催したイベント「ピカチュウ大量発生
チュウ！」では、プロデューサーとして横浜市やみな
とみらいエリアとの調整を推進。エリア・各施設の特
性を活かし賑わいを創出する企画により、横浜市との
タイアップを実現する。

鈴木正道氏

ゼンリン入社後、東北から東京まで幅広い地域で住宅
地図の営業を担当。現職では横浜市を中心に災害時支
援協定を全国に推進。また、全国の企画地図業務を統
括し「防災ハザードマップ」や「市民便利帳」等、市
民の方が直接利用する地図から各種調査（「空き家」
・「防犯灯」他）まで、幅広く最適な地図の考案、提
案をおこなう。立花浩氏

山際潤一氏

登壇者プロフィール


